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1．実社会での使われ方｜PPDACサイクル

3

データサイエンスはあくまでも”手段”
実社会のどのような課題を解決するかの設計が大事！

データサイエンスを活用した現場改善は、
教育現場でも使用されるPPDACサイクルに近いプロセスで進めることが多いため、
今回はPPDACサイクルに則った小売業（コンビニ）でのデータサイエンス活用事例を紹介します。

https://www.datascientist.or.jp/news/n-
news/post-2890/

出典：データサイエンティスト協会ホームページ出典：総務省統計局ホームページ
https://www.stat.go.jp/dstart/point/seminar1/01.html

https://www.datascientist.or.jp/news/n-news/post-2890/
https://www.datascientist.or.jp/news/n-news/post-2890/
https://www.stat.go.jp/dstart/point/seminar1/01.html
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2．Problem｜問題の設定

• 問題：現在の新規店舗出店計画ではデータが活用されておらず、経験や勘に頼っている。
正確な売上予測が難しく、出店前売上予測値と実績値の乖離や撤退コストの問題が生じて
いる。

4

既出店
エリア

出店候補
エリア

ベテラン担当経験的にこのエ
リアだと、一定
の売上が見込め
そうですね。

新人担当

先輩が転職したら
困るので、具体的
にどのような要因
が売上に影響する
のかデータで分析

しませんか？

出店判断
責任者

経験は信じていますが、
前回店舗では予測と実績
誤差が大きくなっていま

した。
根拠をもう少し具体的に

教えてください。
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3-1．Plan｜As-IsとTo-Beの設定、分析方針の策定

5

• As-Is：経験や勘に頼り正確な売上予測が難しく、出店前の予測値と実績値の乖離や撤退コストの問題が発生
• To-Be：データに基づいた店舗の売上予測で予測精度を向上、売上に影響する要因を把握し、出店計画を改善

As-Is（現状） To-Be（あるべき姿）

商圏
情報

立地

立地データ

売上予測値
結論

根拠

+

機械学習モデル

経験と勘
結論

売上見込み

〇〇エリア
に出店

〇〇エリア
に出店

商圏データ

etc…

見込み-実績平均誤差
40％～

予測-実績平均誤差
10％～20％

Y＝f(X)

ー0.02×店前交通量
ー1.27×間口の広さ
＋0.88×店舗面積
＋2.38×駅からの距離
＋1.46×周辺人口
ー4.57×競合店舗数
＋切片

平均日販＝

ファミリー世帯

シニア層

交通量

駅からの距離 店舗面積

オフィス街

周辺人口

etc…
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3-2．Plan｜要因分析

• 売上に寄与する要因を分解して洗い出す。そのうち、新規出店の候補地の情報として、取
得可能なデータを選定する。

6

売上金額

購買人数

店前交通量

視界性

・・・

客単価

商品点数

プロモーショ

ン

・・・

平均購買頻度

新規顧客購買

頻度

既存顧客購買

頻度

・・・

“新規出店”に関連があると
考えられる＋取得可能な
データを選別・利用

（アプリ）
会員情報
データ

立地・商圏・
既存店実績

情報
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4．Data｜データの収集

• 新規出店候補地の情報として調査可能な情報と既存店舗の平均日販（売上）を含む、以下の
ようなデータを利用。

• 既存店舗の取扱商品数やプロモーション、会員情報データなども売上に効く要因だが、新規
出店候補地の情報としては取得できないため、今回はデータからは除外。

7

※あくまでダミーデータのため、現実の傾向を反映するものではありません。

説明変数 目的変数

店
舗
番
号

店
前
交
通
量
(台

/h
)

視
界
性
評
価

(1
:見

通
せ
な
い
～

1
0
.完

全
に
開
け
て
い
る
)

間
口
の
広
さ

店
舗
面
積
(坪

)

店
長
の
年
齢
(歳

)

駅
か
ら
の
距
離
(分

)

駐
車
場
台
数
(台

)

周
辺
人
口
(千

人
/k
m
2
)

競
合
店
舗
数
(店

)

平
均
日
販
(万

円
)

1 171.2 3 14 83.98 58 10 5 11 2 107.6

2 165.5 10 14.4 78.53 37 7 4 9.3 2 107

3 169 1 13.4 82.47 51 8 8 6.6 2 106.6

4 168.6 1 13.4 76.86 32 9 8 6.6 2 103.4

5 165.8 3 14.2 76.45 43 7 5 9.1 2 102
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5．Analysis

• 取得したデータの全体像を把握してから詳細データの確認を行い、
目的変数に対して各データがどのような傾向にあるかを分析する。

8

演習① データ全体の俯瞰
・データは何行×何列あるか確認しよう。
・データの最初の5行の値を確認して、どのような列名があるかを確認しよう。
・欠損値が無いかを確認しよう。
・要約統計量を確認しよう。

演習② 目的変数の分布の確認
・平均日販の度数分布を確認し、全店舗での平均的な売り上げを確認しよう。

演習③ 目的変数と説明変数の関係の確認
・平均日販と各説明変数にはどのような関係があるか？平均日販をy軸、各説明変数をx軸とした散布図と、

相関係数で確認しよう。
演習④ モデル作成と売上に影響を与える要因の把握

・重回帰モデルを作成し、各説明変数がどの程度平均日販に影響を与えているか確認しよう。
演習Advanced 出店候補地の検討とモデルの精度確認

・新規出店候補地（テストデータ）に対して、予測モデルから平均日販の予測を行い、どの候補地に出店
するのがよいか、を考えよう。

・新規出店候補地（テストデータ）の実績値と作成したモデルの予測値の誤差を確認し、モデルの精度を
確認しよう。

全体

詳細

森も見て木も見る
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5-1．Analysis｜データ可視化

• 平均日販と各データの関係性を散布図・相関係数で確認。目的変数に影響が無さそうな説
明変数は除外を検討。

9

※あくまでダミーデータのため、現実の傾向を反映するものではありません。
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5-2．Analysis｜予測モデル構築・要因探索

• 既存店の情報を元に重回帰モデルを構築。特に売り上げに影響を与えている要因を把握。

10

決定係数は0.724で、ある程度モデ
ルが適合していると判断できる

店舗面積が大きくなると売上が
上がる方向に影響する

競合店の数が多くなると売上が
下がる方向に影響する

係数でソートして
可視化

※あくまでダミーデータのため、現実の傾向を反映するものではありません。
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商圏
情報

立地

立地データ

売上予測値
結論

根拠

+

機械学習モデル

経験と勘
結論

売上見込み

〇〇エリア
に出店

〇〇エリア
に出店

商圏データ

etc…

Y＝f(X)

ー0.02×店前交通量
ー1.27×間口の広さ
＋0.88×店舗面積
＋2.38×駅からの距離
＋1.46×周辺人口
ー4.57×競合店舗数
＋切片

平均日販＝

ファミリー世帯

シニア層

交通量

駅からの距離 店舗面積

オフィス街

周辺人口

6．Conclusion｜結論

11

• データに基づく平均日販予測モデルを作成。売上が見込める候補地を根拠を持って選定する見込みが立った。
• 今後は、モデルのブラッシュアップや従来の選定方法とデータに基づいた手法による予測精度差などを検証

し、導入提案。

As-Is（現状） To-Be（あるべき姿）

見込み-実績誤差
40％～

予測-実績誤差
？？％

従来手法と比較して、どの程度予測と
実績のズレを減らすことができるか？

今後の検証観点



以上、ご意見とアンケートの回答
よろしくお願いします。

スマホで読み取り
ご回答お願いいたします。
匿名回答、2分で終わりま

す！



7．Appendix



Copyright © 2024 The Japan DataScientist Society. All Rights Reserved.

演習回答

14

演習①
・データは何行×何列あるか確認しよう。

・データの最初の5行の値を確認して、どのような列名があるかを確認しよう。



Copyright © 2024 The Japan DataScientist Society. All Rights Reserved.

演習回答

15

演習①
・欠損値が無いかを確認しよう。

各列で欠損値は無し。

・要約統計量を確認しよう。

min,maxで明らかにおかしい値が無い事を確認。



Copyright © 2024 The Japan DataScientist Society. All Rights Reserved.

演習回答

16

演習②
・平均日販の分布はどのようになっているか？ヒストグラムで確認しよう。

やや右に裾野が長いデータで、平均値が右側に引っ張られているが、
中央値と大きく乖離してはおらず、外れ値は含まれていない。
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演習回答

17

演習③
・目的変数と各説明変数の関係を散布図と相関係数で確認しよう。

平均日販は、店舗面積、間口の広さ、との間にの正の相関があり、重要な変数と言えそうだ。

散布図と相関係数は必ずセットで確認する。その理由はhttps://bellcurve.jp/statistics/course/9591.html

https://bellcurve.jp/statistics/course/9591.html
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演習回答

18

演習④
・重回帰モデルを作成し、各説明変数がどの程度平均日販に影響を与えているか確認しよう。

決定係数は0.724である程度はモ
デルが適合していると判断できる

店舗面積が大きくなると売上が
上がる方向に影響する

競合店の数が多くなると売上が
下がる方向に影響する

係数でソートして
可視化

※あくまでダミーデータのため、現実の傾向を反映するものではありません。
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演習回答

19

演習Advanced
・新規出店候補地に対して、予測モデルから平均日販の予測を行い、どの候補地に出店するのがよいか、候補
を考えよう。

店舗番号2,11,13の店舗では、平均日販予測値が80万円以上と、全店の平均と比較して高い売り上げが見込
めそうだ。
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演習回答

演習Advanced

・新規出店候補地（テストデータ）の実績値と作成したモデルの予測値の誤差を確認し、モデルの精度
を確認しよう。

20

・平均予測誤差は11.76％とまずまずな精度となっていそうだ。

・平均日販の実績値と予測値の散布図を見ると、実績値が80万円以上の店舗で予測値が低めに出ている。
その原因は何だろうか？データの追加や説明変数の入れ替えで、精度が向上できるだろうか？
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